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３. G ビズフォーム（gBizForm）について 

本事業の実施するにあたり、開発は G ビズフォーム上で行った。G ビズフォームは、令和 2 年度より公開されている経済産業

省が受け付ける各種申請を電子化し、迅速な審査や交付を可能にするサービスである。なお、本事業で開発した商取引監

督課手続フォームは PoC であるため、本番環境での展開は実施しておらず、開発物は検証環境でのみ確認できる。 

G ビズフォーム（本番環境）：https://form.gbiz.go.jp/ 

 

本事業で開発した最終成果物の公開を実施した画面を以下に示す。 

 

図 3.1 商取引監督課手続フォームトップ画面（検証環境） 

 

申請者は G ビズ ID にてログインするため、ID をもっていない場合には、G ビズ ID の取得が必要となる。 

ID取得後に、本サイトに G ビズ ID のユーザーID とパスワードでログインを行い、各種申請書の申請を行う。 
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４. 全体の実施スケジュール想定と実際の実施状況 

本事業全体においては、入札提案時は以下のようなスケジュールでの実施を想定していた。 

 

図 4.1 見積もり時の想定スケジュール 

 

 

図 4.2 実際の実施状況 

 

全体の工数についての増減はないものの、実施時期について当初想定と乖離があった。 

当初は１１月後半からの事業開始を想定したスケジュールを立てていたが、契約締結が遅れたため全体の作業が１２月に

ずれ込む形となった。１２月は週単位でのスケジュールの線引きに合意を取り、以降は設定したスケジュールを超過すること

なく、実施予定だった作業を完了した。 

 

 

入札件名：令和３年度経済産業省デジタルプラットフォーム構築事業（G ビズフォームを用いた商取引監督課手続

フォームの開発事業） 

 

 

 

  



 

8 

 

５. 事業で作成した成果物について 

3.1 商取引監督課関係手続における情報登録フォーム 

１．G ビズフォーム上の成果物 

 

割賦販売法の届出申請トップ画面（PowerApps Portal） 

 

申請一覧画面（PowerApps Portal） 
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申請フォーム画面（PowerApps Portal） 
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割賦販売法の届出申請ビュー（一覧）画面（モデル駆動アプリ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割賦販売法の届出申請フォーム画面（モデル駆動アプリ） 

  

（非公開） 

（非公開） 
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経済産業局マスタビュー（一覧）画面（モデル駆動アプリ） 

 

 

 

以上、一部の画面であるが成果物に関してのイメージ図を掲載した。 

 

 

 

  

（非公開） 
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６. 事業実施完了後の所感 

今回実施した、3.1 と 3.2 の事業を通して、以下の内容を実現できた。 

⚫ G ビズフォームの基盤を活用し、短期間（実質的な開発期間は 3週間弱）で割賦販売法の届出申請の電子化を

実現した。 

⚫ G ビズフォームの全申請が共通で使用するテーブルの情報を拡張することで、ユーザーのサインイン情報による項目の自

動入力が実現し、表記の揺らぎの防止とユーザビリティの向上につながった。本事業の要件を満たすためのこの実装は、

G ビスフォーム全体のユーザビリティの向上に与するものである。 

 

本事業は PoC であるため、実稼働を想定したときに実装が望まれる機能のいくつかをスコープから除外した。 

次年度以降の実稼働に向けて検討が望まれる内容を下記に示す。 

 

１．許可番号のバリデーション 

申請時に入力を求められる許可番号には指定された形式が存在するが、本事業ではバリデーションをかけずテキスト列に入

力上の注意を付与するに留まった。地方名、全角数字などの複雑なバリデーションが求められ、取引種別によっても形式が

異なるため、バリデーションに限らずフォームを分けるなどの工夫も必要になると考えられる。 

 

２．申請から承認まで記録 

申請日時から承認日時までのステータス記録を残したいという要望があった。本事業では、「初回申請日時」「再申請日時」

「受付日時」「差戻し日時」「取下げ日時」「文書管理システム受付日」を列として定義し、可能なものはシステムで自動入力さ

れる実装を施した。より詳細な記録を残すため、監査機能やタイムラインへの記録機能などを併用するなどの方法が議題として

挙がったが本事業では対象外の課題となった。 

 

３．財産に関する調書のダウンロード Excelの様式の決定 

申請時に添付を求めるＥｘｃｅｌ様式を、本事業での電子化に伴って変更するか、従来の様式を踏襲するかの決定が次

年度に持ちこされた。次年度に電子化の対象を拡大するか否かにもよるが、原課とも協議して決定する必要がある。 

 

４．通知メール 

本事業では申請提出時や申請受付時に、省庁担当者および申請者に通知メールを送付する仕組みを Power 

Automate で構築した。通知メールの送信者の表記と設定、本文内のリンクなどに変更の要望があがっているため、次年度

事業では再度ヒアリングを行いメール周りの実装を精査・修正する必要がある。 

 

５．Ｇビズフォームの申請フォームのデザイン 

申請者がＧビズフォーム上で記入する申請フォーム上には、申請者向けの記入例や操作上の注意点を記載した。一部のデ

ザイン（フォントサイズ・記載位置・背景色）に関して変更の要望があがっているため、次年度事業では再度ヒアリングを行い

対応する必要がある。 

 

６．取下げ機能 

Ｇビズフォームから申請者がいつでも申請を取り下げることができる「取下げ」機能を実装したが、省内の文書管理システムに申請書が登

録された後に取下げをされた場合、運用上問題となると指摘があった。よって次年度事業では、申請のステータスによって「取下げ」機能の

可用性を制御する実装が求められる。 
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７. 関連サイト URL 

（１） G ビズフォーム 

https://form.gbiz.go.jp/ 

 

（２） G ビズ ID 

https://gbiz-id.go.jp/top/ 

 

（３） PowerApps Portal 

https://powerapps.microsoft.com/ja-jp/portals/ 

 

（４） PowerApps 

https://powerapps.microsoft.com/ja-jp/ 

 

(５)  Office 365（Microsoft 365） 

      https://www.microsoft.com/ja-JP/microsoft-365 

 

（６） Auth0 

https://auth0.com/jp/ 

 

（７）METIDX 経済産業省デジタルトランスフォーメーション特設サイト 

https://www.meti.go.jp/policy/digital transformation/index.html 

 


